
宇宙機の安全航行の確保を目指し、次世代へ持続可能な軌道を継承する為、

スペースデブリ（宇宙ごみ）除去サービスの開発に取り組む世界初の民間企業。

宇宙ごみ除去サービスの開発に取り組む

スペースデブリ除去は急務の課題

（ デブリによる宇宙環境の悪化イメージ図）

地球を囲む宇宙環境は悪化が進んでいる。宇宙空間においては、運用終了や故

障により役目を終えた人工衛星、人工衛星の打上げに使われたロケットの上段、そ

れらの爆発や衝突で生じた破片などが、デブリとなり地球の周囲を秒速約７〜８km

という非常に速い速度で飛翔している。その数は年々増加し続けており、大きさが

10cm以上のデブリは36,500個を超え、大きさが数cm級のものも含めると100万個

近くにのぼる。また、大型のデブリは質量数トン、大きさ数十m級のサイズになる。

稼働中の人工衛星の数も増加しており、現在約9,000機となっている。これらの人工

衛星も、運用終了や故障等により将来のデブリになる可能性がある。

宇宙空間における物体の数は既に危機的な水準にまで達しており、低軌道にお

ける衛星の１km以内のニアミスの数は、2020年以降、加速度的に増加している。実

際に物体同士の衝突も起きており、小さな破片が多数発生している。これらの破片

は、わずか大きさ数mmであっても、衛星やロケットなどの宇宙機に衝突すれば壊

滅的な被害を生じさせることが想定される。連鎖反応的な衝突はいつ起きてもおか

しくない状態であり、速やかに対策を講じなければ、やがて宇宙空間は利用できな

くなり交通管制、通信、放送、測位といった宇宙技術の恩恵を受けられなくなる可

能性がある。したがって、デブリの増加防止及び（衝突や爆発をする前の）既存デ

ブリの除去が、宇宙の持続利用のために急務となっている。
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4つの軌道上サービスを研究開発

自動車・船舶・航空業界等には、アフターサービスの市場があり、持続可能な利

用環境作りと利用者コストの最適化を実現している。他方、宇宙空間においてはこ

のようなサービスは存在せず、このままでは宇宙環境の持続利用が不可能になる

ため、デブリ除去、軌道変更・軌道維持、燃料補給、観測・点検、再利用・交換、製

造・修理といった軌道上サービスを生み出し、宇宙業界のバリューチェーンを拡大

することが重要と考えられている。

このような状況に対し、同社グループでは次の４つの軌道上サービスの研究開発

を行っている。
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① 衛星運用終了時のデブリ化防止のための除去サービス（「EOL」）

EOLサービスは、運用を終了した衛星のデブリ化を防止するための除去サービス。

具体的には、捕獲機（サービサー）を打ち上げ、故障機や寿命を迎えた衛星を捕獲

し、のちに軌道を降下させ、大気圏で燃焼させて除去するサービス。

本サービスが想定する対象顧客は衛星コンステレーションの運用事業者。衛星コ

ンステレーションは、多数の衛星を一つの軌道面に配備し、その上で、複数の軌道

面を用いることで地球全体をカバーする運用を行う。故障機等がデブリとして軌道

上にそのまま放置され続けると、デブリと故障機の衝突により生じた微小デブリに

よる軌道面汚染、自社他衛星との衝突によるサービス停止、及び衝突回避のため

の燃料消費による衛星の短命化等の危険性が高まり、かかるリスクによって収益

が減少する恐れがあるため、速やかに故障機等を除去するニーズがある。

② 既存デブリの除去サービス（「ADR」）

ADRサービスは、既存のデブリの除去サービスであり、サービサーを打ち上げ、既

存のデブリを捕獲し、軌道を降下させ、大気圏で燃焼させて除去するサービス。既

存のデブリのうち、特に質量数トン級の巨大なデブリは破砕すると宇宙環境に大き

な影響を与えるため、早期の除去が必要。こうしたデブリについては捕獲対象とな

る宇宙機（この場合対象デブリ）に予めドッキングプレートが搭載されていないこ

とが一般的であり、その場合にはEOLとは異なり捕獲に捕獲用アームを使用するこ

とが必要となる。本サービスが想定する対象顧客は政府や宇宙機関。
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現在の顧客は政府機関が軸

日本、英国、欧州、米国等の国々で調査研究・研究開発・宇宙空間での実証・

サービス等購入に関する契約の締結や補助金等の獲得をしている。各プロジェクト

からの収入は契約に定められた技術開発の進捗やサービスの提供に応じ得られ

るケースが多くなっている。

プロジェクトのパイプライン

③ 寿命延長サービス(「LEX」)

寿命延長サービス（LEX）は、燃料が枯渇した衛星や、想定外の燃料消費により予

定より早く寿命を迎える衛星、あるいは軌道がずれてしまった衛星に対して、ドッキ

ング（捕獲）を行い、同社グループのサービサー衛星の燃料を用いる、若しくは燃

料補給を通じて、衛星の運用期間の延長や別の軌道への遷移などのサービスを

提供するもの。想定する対象顧客は、低軌道や静止軌道で衛星を運用する政府や

民間企業。

④ 故障機や物体の観測・点検サービス「ISSA」）

故障衛星やデブリといった非協力物体の間近に安全に接近することは極めて難易

度が高く、その理由は、非協力物体からは位置情報が発信されず、接近して観測

点検を行うことが困難であることがあげられる。この点、同社グループの故障機や

物体の観測・点検サービス（ISSA）においては、観測用衛星を打ち上げ、非協力的

物体に安全に近距離まで接近し、可視光カメラ及びその他のセンサ類を用いて、対

象物体のデータを取得することで、故障の原因解析への活用や、相手物体の把握

（例えば、大型デブリを除去する前に位置や回転状況、形状、表面状態などを確認

すること）を可能にするサービスを提供する。想定する対象顧客は主に政府や宇宙

機関。
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中長期の業績見通し

24年4月期の業績は、売上収益が23年4月期比50.6％増の27.0億円、税引前損失

が80.0～115.0億円（23年4月期は93.1億円）の見通しとなっている。創業以来、増収

続きとなる一方で、多額の先行投資と長期の開発期間を要する衛星及び宇宙機器

の研究開発に従事していることにより、損益は多額の赤字計上が続いている。

25年4月期、26年4月期にかけては、手掛けるプロジェクト数の増加、プロジェクト

の大型化により増収が続くと思われる。数年先には売上収益100億円が視野に入

ると思われる。
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